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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第29期
第３四半期
累計期間

第30期
第３四半期
累計期間

第29期
第３四半期
会計期間

第30期
第３四半期
会計期間

第29期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 6,449,9027,251,0372,391,8752,484,5428,796,932

経常利益（千円） 842,7311,129,690376,885 348,6221,207,279

四半期（当期）純利益（千円） 461,015 561,119 206,845 192,680 604,125

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － －     －

資本金（千円） － － 803,337 803,337 803,337

発行済株式総数（株） － － 3,315,0003,315,0003,315,000

純資産額（千円） － － 4,912,5875,483,9605,053,502

総資産額（千円） － － 6,216,1986,929,9376,408,803

１株当たり純資産額（円） － － 1,481.931,654.301,524.44

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
139.07 169.27 62.40 58.12 182.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
 －  － － －     －

１株当たり配当額（円）     20.00     20.00     －     － 40.00

自己資本比率（％） － － 79.0 79.1 78.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
795,380 730,454 － － 1,306,011

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△368,243△457,716 － － △525,341

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△136,866 9,487 － － △268,528

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,088,5251,592,6201,310,395

従業員数（人） － － 189 205 185

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

　　　　４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。 

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人） 205〔566〕

 （注）従業員数は就業人員（嘱託社員を含まない。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第３四半期

　　　 会計期間における平均雇用人員（１日８時間換算）を〔　〕外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　　　　当社は、飲食事業の単一セグメントであり、当第３四半期会計期間における生産実績を品目別に記載しておりま

　　　す。

品目別
当第３四半期会計期間

　　　 （自　平成23年７月１日
         至　平成23年９月30日） 

前年同四半期比（％）

ステーキ　　　　（千円） 163,214 98.0

ハンバーグ　　　（千円） 91,486 127.1

ステーキソース　（千円） 24,337 123.8

その他　　　　　（千円） 19,529 185.2

合計　（千円） 298,568 111.1

　（注）１　上記は、ファクトリー（加工工場）における生産実績であります。

２　金額は、製造原価によって表示しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　その他は、デザート等であります。

(2）仕入実績

　当社は、飲食事業の単一セグメントであり、当第３四半期会計期間における仕入実績を品目別に記載しておりま

す。

品目別
当第３四半期会計期間

　　　 （自　平成23年７月１日
         至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

肉類　　　　　　（千円） 195,813 65.0

野菜類　　　　　（千円） 89,905 115.2

米・パン　　　　（千円） 71,319 100.9

ドリンク類　　　（千円） 56,314 102.2

その他　　　　　（千円） 212,252 102.6

合計　（千円） 625,605 87.9

　（注）１　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社は、一般顧客（最終消費者）へ直接販売する飲食業を行っておりますので、受注状況は記載しておりません。
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(4）販売実績

　　　　当社は、飲食事業の単一セグメントであり、当第３四半期会計期間の販売実績の内訳を地域別に記載しておりま

　　　す。

地域別
当第３四半期会計期間

　　　 （自　平成23年７月１日
         至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

愛知県　　　　　（千円） 1,448,835 103.4

岐阜県　　　　　（千円） 326,130 100.2

三重県　　　　　（千円） 179,094 97.9

静岡県　　　　　（千円） 199,564 94.7

東京都　　　　　（千円） 175,963 134.2

埼玉県　　　　　（千円） 110,162 92.6

神奈川県　　　　（千円） 44,792 213.0

合計　（千円） 2,484,542 103.9

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書および第２四

半期会計期間の四半期報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー状況の分析】

     文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期会計期間のわが国経済は、東日本大震災による影響から、サプライチェーンの復旧等、復興への取り

組みが進み、景気は回復傾向にあるものの、海外の経済不安等による円高の影響もあり、景気の先行きは不透明な状

態が続いております。

　外食業界におきましては、食肉の食中毒事件や原発事故の放射能汚染問題による消費者の不安感もあり、外食を控

える傾向が強まっております。

　このような環境の中でも「お客様第一」の企業理念の下、「炭焼き厚切りステーキ」、「旬の新鮮野菜のサラダ

バー」、「魚沼産コシヒカリの大かまどごはん」の価値訴求の商品やサービスが、お客様からのご支持をいただき、

当第３四半期会計期間の売上高は、前年同期比で3.9％増となりました。

　商品では、アメリカ産の最高格付けにあたる「プライムステーキ」やお値打ちな「厚切りブロンコステーキ」等

の導入、人気メニューの「がんこハンバーグ」等の味と品質の向上に取り組み、販促活動では、お食事券等が当たる

スクラッチカード企画やキッズクラブ等を実施し、お客様の再来店につなげるよう取り組んでまいりました。

　店舗では、７月の勝川インター店（愛知県春日井市）の出店により店舗数を68店舗（平成23年９月末）とし、稲沢

店（愛知県稲沢市）の改装を実施いたしました。　

また、８月26日には、念願の東京証券取引所および名古屋証券取引所の市場第二部に上場することができ、好条件

の出店物件や優秀な人材採用が今後可能になる体制作りを進めることができました。

　以上の結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高24億84百万円（前年同期比3.9％増）、営業利益３億45百万円

（同7.9％減）、経常利益３億48百万円（同7.5％減）、四半期純利益１億92百万円（同6.8％減）となりました。

　

（2）資産、負債及び純資産の状況

（資産） 

　当第３四半期会計期間末の資産合計は69億29百万円（前事業年度末64億８百万円）となり５億21百万円増加いた

しました。その主な要因は、流動資産の現金及び預金が３億９百万円および有形固定資産が１億15百万円増加した

こと等によります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末の負債合計は14億45百万円（前事業年度末13億55百万円）となり90百万円増加いたしま

した。その主な要因は、短期借入金が２億18百万円および資産除去債務が１億97百万円増加した一方、未払法人税等

が１億69百万円および未払金が72百万円減少したこと等によります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末の純資産合計は54億83百万円（前事業年度末50億53百万円）となり４億30百万円増加

し、自己資本比率は79.1％（前事業年度末は78.9％）となりました。その主な要因は、四半期純利益の増加と配当金

の支払により、繰越利益剰余金が４億28百万円増加したこと等によります。

 　 

（3）キャッシュフローの状況 

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、15億92百万円（前年同期

比46.3％増）となり、前四半期会計期間末の資金残高15億88百万円より４百万円増加いたしました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　営業活動の結果、得られた資金は１億14百万円（前年同期比46.9％減）となりました。これは主に、税引前四半期純

利益が３億46百万円及び減価償却費の計上が１億８百万円あった一方、法人税等を３億30百万円支払ったこと等によ

ります。  

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は２億16百万円（前年同期比2.8％増）となりました。これは主に、有形固定資産の取

得により１億54百万円支出したこと等によります。　 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は１億５百万円（前年同期比287.8％増）となりました。これは主に、短期借入金の

純増額が１億98百万円あった一方、社債の償還による支出が24百万円および配当金の支払が59百万円あったこと等

によります。 

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備のうち、当第３四半期会計期間に完了したものは次のと

おりであります。

 重要な設備の新設

事業所名
(所在地)

セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額(千円)

従業員数
(人)

完了年月
建物
及び
構築物

機械装置
　
及び
運搬具

土地
(面積千㎡)

その他 合計

ブロンコビリー　

勝川インター店

（愛知県春日井市）

飲食事業
営業店舗

用設備等
  82,650－ －  13,023 95,674　4　

平成23年

７月　

（注）帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。なお、金額には消費税等は含まれておりませ

ん。

  

(2）設備の新設、除却等の計画

　①　前事業年度末に計画していた戸田店（仮称）の新設計画は、完成予定年月を平成23年９月から10月に変更して　

　　　おります。また、前四半期会計期間末に計画していた静岡材木町店（仮称）の新設計画は、完成予定年月を平

　　　成23年11月から平成24年１月に変更しております。

　

　②　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画はありません。　

　

　③　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の改修、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,260,000

計 11,260,000

　②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月４日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,315,000 3,315,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部　

単元株式数100株

計 3,315,000 3,315,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年７月１日～

 平成23年９月30日 
   － 3,315,000   － 803,337     － 713,337

　

 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

　

　①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

  3,314,400
33,144単元株式数100株

単元未満株式
普通株式

　 600
－ －

発行済株式総数 3,315,000 － －

総株主の議決権 － 33,144 －

 　

　②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は24株であります。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,856 1,949 2,065 2,058 2,170 2,273 2,175
2,180

※ 2,200
2,210

最低（円） 1,804 1,810 1,470 1,965 2,052 2,120 2,055
2,105

※ 2,081
2,097

　（注）　最高・最低株価は、平成23年８月26日より東京証券取引所市場第二部におけるものであり、それ以前は大阪証券

取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。なお、平成23年８月の月別最高・最低株価の

うち、※印は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22

年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,332,692 2,023,238

売掛金 46,880 32,703

商品及び製品 23,654 39,091

原材料及び貯蔵品 121,910 123,089

その他 152,181 138,481

流動資産合計 2,677,319 2,356,604

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,310,763 2,252,450

構築物（純額） 201,597 212,893

工具、器具及び備品（純額） 300,192 302,208

土地 276,207 276,207

その他（純額） 133,840 63,635

有形固定資産合計 ※
 3,222,602

※
 3,107,396

無形固定資産 95,020 105,925

投資その他の資産

差入保証金 560,714 512,369

その他 374,279 326,507

投資その他の資産合計 934,994 838,876

固定資産合計 4,252,617 4,052,198

資産合計 6,929,937 6,408,803

負債の部

流動負債

買掛金 204,837 263,115

短期借入金 312,534 93,800

1年内償還予定の社債 － 40,000

1年内返済予定の長期借入金 17,573 49,965

未払金 330,910 403,284

未払法人税等 175,465 344,851

賞与引当金 86,933 14,084

販売促進引当金 23,371 28,215

その他 78,921 87,719

流動負債合計 1,230,546 1,325,034

固定負債

長期借入金 － 10,909

資産除去債務 197,587 －

その他 17,843 19,357

固定負債合計 215,430 30,266

負債合計 1,445,976 1,355,300
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 803,337 803,337

資本剰余金 713,337 713,337

利益剰余金 3,973,479 3,544,960

自己株式 △51 －

株主資本合計 5,490,102 5,061,635

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,142 △8,132

評価・換算差額等合計 △6,142 △8,132

純資産合計 5,483,960 5,053,502

負債純資産合計 6,929,937 6,408,803
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 6,449,902 7,251,037

売上原価 1,809,529 1,957,884

売上総利益 4,640,372 5,293,152

販売費及び一般管理費 ※
 3,808,484

※
 4,173,893

営業利益 831,887 1,119,258

営業外収益

受取利息 1,601 1,080

受取配当金 1,149 1,166

受取賃貸料 15,480 15,480

協賛金収入 8,265 6,251

その他 7,634 8,262

営業外収益合計 34,131 32,240

営業外費用

支払利息 2,233 1,370

賃貸費用 14,436 14,481

その他 6,618 5,957

営業外費用合計 23,288 21,809

経常利益 842,731 1,129,690

特別利益

固定資産売却益 160 －

特別利益合計 160 －

特別損失

固定資産除売却損 24,477 5,658

投資有価証券評価損 － 5,231

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 120,408

特別損失合計 24,477 131,297

税引前四半期純利益 818,413 998,392

法人税、住民税及び事業税 378,184 500,061

法人税等調整額 △20,786 △62,788

法人税等合計 357,398 437,273

四半期純利益 461,015 561,119
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 2,391,875 2,484,542

売上原価 635,155 670,322

売上総利益 1,756,719 1,814,220

販売費及び一般管理費 ※
 1,381,659

※
 1,468,912

営業利益 375,059 345,307

営業外収益

受取利息 571 317

受取配当金 4 5

受取賃貸料 5,160 5,160

協賛金収入 1,940 2,074

受取保険金 2,365 3,677

その他 160 165

営業外収益合計 10,201 11,399

営業外費用

支払利息 638 374

賃貸費用 4,752 4,848

盗難損失 2,500 1,727

その他 485 1,133

営業外費用合計 8,376 8,084

経常利益 376,885 348,622

特別損失

固定資産除売却損 13,666 2,279

投資有価証券評価損 － △619

特別損失合計 13,666 1,660

税引前四半期純利益 363,219 346,961

法人税、住民税及び事業税 178,997 169,330

法人税等調整額 △22,623 △15,050

法人税等合計 156,373 154,280

四半期純利益 206,845 192,680
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 818,413 998,392

減価償却費 291,415 308,927

賞与引当金の増減額（△は減少） 61,912 72,849

販売促進引当金の増減額（△は減少） － △4,844

受取利息及び受取配当金 △2,751 △2,247

支払利息 2,241 1,370

固定資産除売却損益（△は益） 24,317 5,658

投資有価証券評価損益（△は益） － 5,231

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 120,408

たな卸資産の増減額（△は増加） △71,711 16,615

売上債権の増減額（△は増加） 3,620 △14,177

長期前払費用の増減額（△は増加） 8,840 8,612

仕入債務の増減額（△は減少） 67,738 △58,277

未払金の増減額（△は減少） △24,876 △47,002

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,762 6,962

その他 4,689 △25,329

小計 1,217,612 1,393,149

利息及び配当金の受取額 2,751 2,247

利息の支払額 △2,584 △1,513

法人税等の支払額 △422,399 △663,429

営業活動によるキャッシュ・フロー 795,380 730,454

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △32,471 △31,429

有形固定資産の取得による支出 △305,901 △371,034

有形固定資産の除却による支出 △8,213 △3,102

有形固定資産の売却による収入 1,142 －

無形固定資産の取得による支出 △12,030 △2,184

差入保証金の差入による支出 △32,280 △10,842

差入保証金の回収による収入 5,000 －

建設協力金の支払による支出 － △56,000

建設協力金の回収による収入 18,132 18,496

保険積立金の積立による支出 △1,621 △1,621

投資活動によるキャッシュ・フロー △368,243 △457,716

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 91,700 218,734

長期借入金の返済による支出 △71,501 △43,301

割賦債務の返済による支出 △195 －

社債の償還による支出 △32,000 △40,000

自己株式の取得による支出 － △51

配当金の支払額 △124,870 △125,894

財務活動によるキャッシュ・フロー △136,866 9,487

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 290,270 282,225

現金及び現金同等物の期首残高 798,254 1,310,395

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,088,525

※
 1,592,620
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
 
 

当第３四半期累計期間 
（自　平成23年１月１日 
 至　平成23年９月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期累計期間の営業利益は6,533千円、経常利益は6,830千円、税引

前四半期純利益は、127,238千円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開

始による資産除去債務の変動額は192,149千円であります。

　

【表示方法の変更】

　　　該当事項はありません。

　　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の減価償却費の算定方法は、定率法を採用しているものについて事

業年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法としております。 

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第３四半期累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

　　　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成23年９月30日）

前事業年度末
（平成22年12月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、3,916,559千円であ

ります。

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、3,627,753千円であ

ります。

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

給与手当 580,641千円

雑給 1,003,407千円

賞与引当金繰入額 73,078千円

給与手当 606,568千円

雑給 1,073,410千円

賞与引当金繰入額 85,505千円

販売促進引当金繰入額 23,371千円
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前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

給与手当 199,407千円

雑給 356,881千円

賞与引当金繰入額 54,287千円

給与手当 210,305千円

雑給 369,641千円

賞与引当金繰入額 63,491千円

販売促進引当金繰入額 △1,003千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　　照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　　照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

現金及び預金 1,841,863千円

預入期間３か月超の定期預金 △753,337千円

現金及び現金同等物 1,088,525千円

　 

現金及び預金 2,332,692千円

預入期間３か月超の定期預金 △740,071千円

現金及び現金同等物 1,592,620千円

　 

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自平成23年１月１日　至平成23年９

月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　 3,315,000株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　24株 

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額　

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月24日

定時株主総会
普通株式 66,300 20 平成22年12月31日平成23年３月25日利益剰余金

平成23年７月19日

取締役会
普通株式 66,300 20 平成23年６月30日平成23年９月22日利益剰余金

　

（２）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後とな

　　　るもの 

　　　　　　 該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

　

（資産除去債務関係）

　資産除去債務の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日（注）と比較して著しい変動があり

ません。　

　（注）第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月

　　　　31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３

　　　　月31日）を適用しているため、前事業年度の末日における残高に代えて、第１四半期会計期間の期首に

　　　　おける残高と比較しております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　当社においては、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。

　

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成23年９月30日）

前事業年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 1,654.30円 １株当たり純資産額 1,524.44円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 139.07円 １株当たり四半期純利益金額 169.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

四半期純利益（千円） 461,015 561,119

普通株主に帰属しない金額（千円）     －　     －　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 461,015 561,119

期中平均株式数（株） 3,315,000 3,314,998

 

前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 62.40円 １株当たり四半期純利益金額 58.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

四半期純利益（千円） 206,845 192,680

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 206,845 192,680

期中平均株式数（株） 3,315,000 3,314,994

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　中間配当に関する事項

　　　平成23年７月19日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議いたしました。

　　　①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　66百万円

　　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 20円00銭　

　    ③支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　　平成23年９月22日　

　　　（注）平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月12日

株式会社ブロンコビリー

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山内　和雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 奥谷　浩之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 楠元　 宏     印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブロンコビ

リーの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの第29期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブロンコビリーの平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月４日

株式会社ブロンコビリー

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山内　和雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 奥谷　浩之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 楠元　 宏     印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブロンコビ

リーの平成23年１月１日から平成23年12月31日までの第30期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブロンコビリーの平成23年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期会計期間より

「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を適用している。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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